

























足を何とこのまれた」 兜とを まれた」「弓をハ何とこのまれて」「矢つぼを何とこのまれて」「槍をば何とこのまれた」と続けるが、『熊取郷土調査」報告「具足踊り」では、右引用冒頭の歌詞はないが、やはり「馬」「鞍」「具足」「甲」「弓」「やり」を ほぼ 歌詞で褒める。本書「道うた」は、これほどのをてらかよいにしよあるしやくはちひろをてノ、Ｊ１と こゑばふらしやるやらみごと／～とやあらみごと らたからをどりハしやらみごとＩ、じよん／～ノーじよじョんしよんさてこてノーさ秘さ畠さて てノ、ョいそりやはらはんにはん
・ひョ雨山さまのしやだんのたく
みノ、しぽハやつむねをしるハを狸ぎたにおうけてかげずくりノ、爵
・雨山さまのしやたんのたくみノー四方八シ棟後は大木谷を受けてかけつくるノーやら見事やら宝踊りはやら見事ノー やあら宝踊りはやら見事ノｉ、拍子ジヨンノー、ノく、シヨノー１ションノー、サテコテノー、サ、、、サテコテサ 、、サ シンハラノＩ、ハンニヤハ
りあげてふいてみたればしよあるふしやよっでたノー〆～まずよいにとのごとまつふしまちゑてとのごとれるふし／、あかつきのはなれふしとやよあけてあだなのたつふしノーＩ、（下堕
















本書は、次の踊歌から成る。道歌十七道歌あまが道歌世の中踊伊勢宮踊御宮踊宝御寺踊花見踊吉野踊さつまをどりふなかた踊松虫踊寅松踊しのび 御若衆踊鳴子踊雨乞踊順礼踊桜踊御山浦方 綾はた 若松 鮎みせ踊鞍馬踊とくさ しょくみ踊山家踊
以上の踊歌の内、注意すべきことをいくつか記す
桜踊。ほぼ同形は、和泉・岸和田安政三年本『拍子踊 歌』（「和泉史





るが、歌詞の内容は別系統である。大和・山辺郡・都祁村吐山・太鼓踊のものはほぼ同系と言え が、そこにうたわれている山 名は、奈良地方独自な になっている。本書では、「だいせんじ御山豈すみよし御山當天野御山」「かんこのしめを（い）」に巣をかけて鳴く。和泉・貝塚市「神おどりうた手ほん』では、「天王寺御山」「堺お山」「 鳥お 」「信田御山」とあり、本書で「住吉御山」「天野御山」とあ ところは、そ 和泉地方 地名を並べる発想に近い。紀州 は、こ 系統歌は見うけられ 。
御山踊。お山として「かづらき山」「牛たき山」「金剛山」など、和
泉の修験 山をうたい込むのが特色。和泉地方「葛城踊 「御 踊」 どに合わせ見るべきものである。
道歌・伊勢宮踊。前掲仙神踊本の 道うた觜伊勢宮 」と同じ内容で
ある。











これは、前掲曽我氏神社神踊・「雪花踊」、同国・三好郡・西祖谷村・神代踊令雪 らひ」などによって、本書の「笹の雨のおふもさよ」の「笹の雨」は「笠の雪」の変化又は誤字のようにも見うけられ、「柴雪 も 白雪」の誰りの可能性が大きい。なお、この「笹の雨 重さよ」の句は、
恋風が来ては快に掻い縫れてなう袖の重さよ恋風はおもひ物哉会閑吟集』・泥。同類型は狂言小歌にも利用されている）




















Ａ、「神歌井太鼓」（文化九年書写。由良庄）。Ｂ、「祭礼踊り歌控」（寛政年間書写。由良）。Ｃ、「笹聡子躍歌」（弘化三年書写本からの大正四年転写本。由良脇） Ａ・忍頂寺文庫蔵、Ｂ及びＣは京都教育委員会篇『丹後の笹ばやし調査報告書」の翻刻による。各踊歌は本 の配列の順に並べかえ、それぞれのもとの順序は、①②で示した。 びの文句を伝えている。












































⑧御神踊一冊整理番号１１弧明治三十年書写。二五・○×一七・○。仮綴本。”丁。扉題「御神踊」。扉題の右肩に「明治舟年酉ノ七月廿八日改」、左方に「菖蒲邑久賀芳吉とある。 柳井津踊宝の踊みころの踊白金踊美濃踊申子踊帷子踊綾機踊虎松踊住吉踊平野踊相模踊宇わな利踊鞠踊お山踊小草踊源太郎 鼓 船子踊扇虎松 伊勢島 しなだん踊白金弥十郎踊恋の踊手拭踊し び踊燕 殿御 おたか踊若殿踊鎌倉踊女郎屋踊清月踊高立引踊宮引踊寺の入端お若衆 忍び踊いま、阿波・那賀郡・和食及び桑野地方の踊歌（浅野建二著「日本歌謡の発生と展開當桧瑛司編「鳴門・ふるさとの芸能」所収）と対照させてみると、ほぼ全部において一致する。「しなだん踊」は、和食では「した段踊」、「白金弥十郎踊」は、和食












は一般に「吉田踊」「月待踊」など 名称で知られているようであるが、菖蒲では、「ばはん 」と言う（なお、まったく別系のものであるが、河内・津田・文政元年八月書写「三の宮屋形踊」所載の波半踊は「船は一番宝積し候波半船かの面白〆～ ではじまるもので、おそらく「八幡船」に関係するめずらしい踊歌として、注意しておいてよいと思うので付言しておく）。
以上の他弓喜惚踊」「五色踊」「つばくろ 」「ヲかじ踊」などが、菖蒲のも















































松虫踊。右掲・百石踊の松虫踊が同じ。ただし本書のはその一部分。具足踊。氷上郡・氷上町・谷村・新発意踊 具足 などと同類。出雲踊。加東部・上鴨川・雨乞 歌 うわなりをど などと同類。
（入羽）ｌ粉黍粉踊（入羽）。美の堅踊ｌｌ美濃の踊。美ごろ踊ｌ見頃の踊。鎌倉踊１１鎌倉踊。白金踊１１白金踊。つば黒踊１１燕おどり 茂志こ踊 １申子踊。虎松踊 １虎松踊。手ぬぐい踊 １手拭 恋の 恋の 殿御 ｌｌ殿御綾はた踊ｌ綾旗踊。かたひら踊１ 帷子踊。忍の踊１ 忍の踊。白金踊１１白金 。忍ひの踊１１真身 。御寺 は１１寺の入羽・御寺踊。上成踊ｌ鋤 後妻 しだんＩした段 ・青柳源太郎踊ｌｌ源太郎 。伊勢嶋 ｌ伊勢嶋踊。船子 舟住吉 １１住吉踊。相模 ｌさが見踊。小草 １小草鞍の踊１１鞍踊。平野 平野踊 扇虎松ｌ扇虎松。若殿踊１１若殿踊。宝の踊１１宝の 。女良屋 １女郎屋踊。清月踊ｌｌ清月踊。坂東踊 １板東踊。寺の引 ｌ 寺引 おたか踊ｌお麗踊。引 宮引踊。
以上の如く、ほぼ完全に同種の踊歌を伝えているものである。本書は、これら踊歌記載のあと、次の踊場を記してある。






































す。これ 最も近い踊歌本として、上野市・猪田・雨乞風流踊歌本（真鍋昌弘他翻刻。『伝承 学研究 ・配号所載。同一系統の、明治九年本、明治一九年本・明治三三年本の三種）があるが、御宮踊、大順やく、大順や九、小順やく、御殿踊、草木 、山伏 、御 わ踊などで同種の歌「扇の地紙」の五種の俗謡を哩ろうが、いま ところどの地そきない 右に述べた か参流踊歌本であるかもしれない。 踊恋の踊稲踊千松踊六角踊船の踊稲葉踊御屋形踊右の 歌 内、「六角 」は、播磨・宍粟郡・チャンチャコ踊の一種、

























































恋の踊ひんら踊女郎や踊鞠踊ほそいの踊鎌倉の入はおには踊鎌倉 牛若踊糸屋踊恋の踊お若衆踊ともゑつくしあい引 き うち踊せい月踊とら松 黒き物 関東踊したれ柳入はかうらい 手拭踊しうとめ 伊勢嶋踊 りは船子入れは踊町屋踊右の各踊歌の内、前掲ｍの「神 歌本」（阿波・那賀郡）所収踊歌と一
致するのは次のようなものである（カッコ内は神踊歌本の方の題）・







































































山にいけをほらしつ狸いけ 中池をほらしつつ池の中には蓬莱にハほうらいほじゆかい□しよと王がゑんしゆを立て三の島をつて鴫から六りのかよいにハかかせつつ島より陸路の通ひみちねのそれ橋しよかけさして橋の ねのからはし掛けさせてはし下にはうら嶋太郎をがつり ふ 下には浦島太郎が りのふれ五五しき□□□□っなかしければ色のいと ながせさせればいいつもなつかと打見れ（〆、四つも夏かと打みえる季の踊ハー踊り〆～北をふゆにも打見れハノ、す北は冬かとうちみえる四方の





△おほろ月夜のや山のはにンノーノ ノ、ヒイャノ、名ごれおしやつれなや歌尻ンノーノ、ノーハラーＩ、ホロｊｆｌハラトイウテタガナミダゾロムラサメハァら八十七シ三ノシトサラ△是より返しサァリノー、ヒウリャニヒゥリャ△返しヒャラロウニヒャルロ ー△だいて寝タ夜のア明月ハン〆、ｊ 、ヒイャはなれかたなや寝
かと打見えれハーＩ四季の踊ハいつも冬かと打みへる一をとりノ、
「入はうた」の「此程のノー～御寺かよいによ鳴しゃくはちよひろたサ
アノー」以下の歌詞は、例えば⑪ 神踊本 にもある如く、特に和泉地方踊歌・道歌の代表的な型である。
253
書写了文化十三年丙子神無月良辰藤原長昌謹書」とある。㈱南條踊指南抄一冊整理番号１１卿文化一三年書写。二三・三×一七・○・三六丁。端作り題「南條踊指南抄」。最終丁表に「右南條躍之記合本一冊、廣瀬照應先生の秘書令借用及
なお、「南條踊由来抜書』（文化二年書写）・一冊・整理番号１１蝿は同
じく廣瀬照應の写本から書写したもので、本書とほぼ同様の書である。
南條踊の詳細を記録。入端・走り踊 由利踊・イモフミ踊・由利踊・
をり踊・帰踊の進行にしたがって詳しく説明されている。現在南條踊と呼ばれるものは、広島・山県郡・新庄、山口・岩国市、長門市・湯本三箇所に伝承しているが、本書はその岩国市の南條踊に関するものであア（》◎
本書のように、「急げ新発意後から時雨がしてくる」の歌詞を「いりは」
として利用する地域には 和泉・讃岐などがある。
んノー／、？、▽我おすさめて．此君おノー、おもいきれとやふくつとや歌尻同断△行違しわ小舟かよき君ますハ〆 かじをしんしづめて△返シなのり合セｊ、ひうりやにひうりや△返シひやらろうにひやるろＩ、はだや歌尻先々返り
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